
橋梁の定期点検結果のお知らせ（その１）      平成２９年８月 1 日 

新温泉町では、現在管理する 349 橋のうち 34 橋について橋梁定期点検を実施しましたので、 

点検結果をお知らせします。 

尚、残りの橋梁 315 橋については平成２９年度に実施する予定です。 

 

●橋梁定期点検結果（H28）  

橋梁名（フリガナ） 路線名 架 設

（西暦） 

橋長 

（ｍ） 

幅員 

（ｍ） 

所在地 判定

区分 

釜屋橋 (ｶﾏﾔﾊｼ) 町道釜屋海岸線 1971 54.20  7.30  釜屋 Ⅲ 

田君橋 (ﾀｷﾐﾊｼ) 町道旧県道栃谷線 1953 23.10  9.12  栃谷 Ⅱ 

用土橋 (ﾖｳﾄﾞﾊｼ) 町道用土９号線 1961 83.75  2.90  用土 Ⅲ 

境村中橋 (ｻｶｲﾑﾗﾅｶﾊｼ) 町道境村中線 1973 22.86  4.60  境 Ⅲ 

森下橋 (ﾓﾘｼﾀﾊｼ) 町道本町西稲負谷線 1975 26.60  2.70  湯 Ⅲ 

坂の下橋 (ｻｶﾉｼﾀﾊｼ) 町道坂の下線 1951 24.70  3.00  歌長 Ⅲ 

歌長陸橋 (ｳﾀｵｻﾘｸｷｮｳ) 町道歌長陸橋線 1948 70.08  6.15  歌長 Ⅲ 

殿町橋 (ﾄﾉﾏﾁﾊｼ) 町道清富第１９号線 1983 16.40  2.50  清富 Ⅲ 

水谷橋 (ﾐｽﾞﾀﾆﾊｼ) 町道諸寄第５３号線 1979 29.10  2.60  諸寄 Ⅲ 

柏谷橋 (ｶｼﾀﾆﾊｼ) 町道諸寄第７５号線 1993 23.90  3.80  諸寄 Ⅲ 

和田上の橋 (ﾜﾀﾞｳｴﾉﾊｼ) 町道和田第 9 号線 1980 8.40  4.80  和田 Ⅲ 

＊早期に監視や対策を行う必要がある状態の橋梁のみを記載しています。これらの橋梁については、

おおむね５年を目途に緊急性の高いものから修繕等の措置を行う予定としています。 

 

【判定区分について】 

道路橋毎の健全性の診断は下表の区分により行っています。構造物の性能に影響を及ぼす 

主要な部材に着目して診断しています。 

 

区  分 状  態 措置の基本的な考え方 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態 
監視や対策を行う必要のない状態

をいう 

Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全

の観点から措置を講ずることが望ましい状態 

状況に応じて、監視や対策を行う

ことが望ましい状態をいう 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期

に措置を講ずべき状態 

早期に監視や対策を行う必要があ

る状態をいう 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可

能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態 

緊急に対策を行う必要がある状態

をいう 


